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には AC の結合する独立したサイトが複数存在し、AC-BSA 錯体組成比ならびに各結合サイトの錯形成定数を明らか
にした。さらに消光実験と併せて検討した結果、各サイトに結合した AC はそれぞれ全く異なった結合環境を有する
ことを明らかにした。 







ブミン（HSA）を不斉反応場とする AC の不斉光環化二量化反応について検討した。HSA への結合挙動が既知な化
合物を拮抗阻害剤として利用し、各種分光学的手法により比較検討した結果、HSA には AC に対して独立した複数の
サイトを有し、その環境と、そのサイトの位置を一部特定した。また光反応の結果、超分子２分子系不斉光反応とし
ては最高の 90％ee を達成し、HSA が極めて有効な不斉反応揚として機能することを明らかにした。 
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細に検討し、HSA には AC に対して独立した複数のサイトを有し、その環境と、そのサイトの位置を一部特定してい
る。また光反応の結果、超分子２分子系不斉光反応としては最高の 90％ee を達成し、HSA が極めて有効な不斉反応
場として機能することを明らかにしている。 
 以上のように、本論文は、血清アルブミンを不斉反応場とする超分子不斉光反応について検討し、その有用性を示
しただけでなく、これまで解析が困難であった生体高分子内での反応機構について、部位選択的消光剤を用いた新規
方法論を提案し、その有効性を実証しているものである。得られた結果は、いずれも新規で有意義なものであり、よ
り一般的な不斉光反応の方法論を提案するための有用な指針となるものである。よって本論文は、博士論文として価
値のあるものと認める。 
